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２０１９年度 事業報告

特定非営利活動法人 相模原ボランティア協会

≪概要≫

２０１９年５月１日に新天皇が即位され元号が令和となりました。２０１９年度の日本の状況は、台風１５

号、１９号や豪雨などによる被害に加え２０２０年１月以降に日本に上陸した新型コロナウイルス感染症問題

で揺れています。

当協会は、２０１９年度総会で役員の種別及び任期の定款変更や正会員の初年度の会費免除などを決め、そ

して理事会でハンディキャブ（ＨＣ）運転手の８０歳定年制を決めてスタートしました。

事業面を見ると、総合企画委員会では地域ボランティアグループとのネットワークについて検討しました。

ＨＣ事業は定年制の導入による運転ボランティアの不足などにより稼働率が大幅に減少しています。ボランテ

ィア養成事業は、７月のコース別講座に傾聴コースを導入しましたが、３月の講座はコロナ感染症の影響で中

止としました。傾聴活動の利用者は前年比１人増となりました。情報発信事業の「ぼらんてぃあ通信」は８ペ

ージから６ページの構成としました。又、３月の「ぼらんてぃあ通信」は他所の印刷機を借りて印刷し、若干

遅れての発行となりました。ホームページや「わくわく」は順調に推移しています。

障がい者団体との交流事業については、１０月の「ほかほかふれあいフェスタ」は台風１９号接近のため中

止としましたが、１２月の障害者週間に合わせたキャンペーンで２０００人の方々にＰＲさせて頂きました。

さらにボウリング大会は盛大に開催することが出来ました。

「協会らしい」事業として住まい探し、就労支援、放課後デイサービスなどの支援活動を進めてきましたが、

２月、３月は就労支援や放課後デイサービスの支援活動はコロナ感染症の影響で中止となりました。

前述の通り２月、３月はコロナウイルス感染拡大の影響によるあじさい会館の貸室中止により、理事会や各

委員会は中止や書面審議となりました。

以上のように事業を進めてまいりましたが、これは会員の皆さんのご協力なしにはできなかったことです。

ここに改めて会員の皆様に厚く御礼申し上げます。
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≪特定非営利活動にかかわる事業報告≫

１．ボランティア活動の総括

ボランティア団体、市社会福祉協議会、行政との協働のもと、移送援助活動や日常生活支援などを通して

障がい者、高齢者の社会参加を拡大していく事を目指しました。さらに「協会らしい」事業として住まい探

しや就労支援のお手伝いを実施しました。そして事業運営円滑化のための事務局の増強、財源確保のための

活動を行いました。

≪ボランティア動員数≫

利用者数
（年間延人
数・回数）

ボランティア
（年間延人数） 備 考

協会員 その他

ＨＣ事業活動 1,133名 804名 運転及び介助ボランティア

交流事業

・若葉まつり ― 52名 13名

・ほかほかふれあいフェスタ

（障害者週間キャンペーン）

―

2,000名

―

10名

―

35名

連協他団体と協業、（10月は開

催中止）

・新春ボウリング大会 54名 15名 2名

傾聴ボランティア活動 222回 433名 対象者 23名、活動者 32名、

ボランティア養成講座 26名 27名 21名 委員会 70名

広報活動 ― 276名 71名 月刊、季刊誌、ホームページ

事務局 ― 777名 庶務 357人・ＨＣ調整業務 320人（月～土）

２．高齢者、障がい者への援助活動

（１）ハンディキャブ運行事業

単独で外出困難な人々の支援を行うために２台の福祉車両とセダン型車を活用して「安心と安全を運ぶ」

をモットーに延べ７９６回に及ぶ運行を行いました。昨年度実施した南地域の新規利用者の受け入れ中止に

ついてはあじさい地域からの運転者派遣等の施策により新規受け入れを再開しました。これからの課題は運

転者高齢化の問題です。新しいボランティアの獲得については、ボランティア養成講座等で次代を担う人材

獲得に努めました。その他小中学校の「みんないい人体験講座」にも参加しています。

≪２０１９年度の運行実績≫

運行種類 内 容 件 数 利用者数 運転ボラ 介助ボラ

一般運行

(内セダン型運行)

通院・外出

・買い物等

796件

( 263 )

1,133名

( 379 )

796名

( 263 )

8名

( 0 )

学校協力事業 体験学習など 3件

［ハンディキャブ新規利用者訪問］

事務局の活動として行う新規利用者訪問はＨＣ運行事業の基本となるもので、訪問時に「申し込みのキ

ッカケ」を聞き、身体状況の把握、利用の必要性、利用の目的などを把握して、利用会員入会申込を受付

けます。昨年度より実施していた南地区での受け入れ中止は１０月に解除しましたが、入会数は減ってい

ます。

２０１９年度の利用会員総数は７１名となっています。
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・新規利用者訪問実施状況

２０１７年度 ２０１８年度 ２０１９年度

申 込 ４２ １９ １９

訪 問 ３１ １１ １４

訪問者延人数 ６１ ２２ ２８

入 会 ３０ ９ １３

（２）ボランティア団体とのネットワークづくりと交流事業の開催

ボランティア団体とのネットワークづくりについては、傾聴委員会が市内で傾聴活動をしているボランテ

ィア団体に連携活動準備のためのアンケートを実施しましたが十分な資料を得られていません。ぼらんてぃ

あ通信及び季刊誌わくわくでボランティア団体を紹介する記事を掲載しました。

さらに市民若葉まつりへの参加、障がい児者団体等と連携することにより、ほかほかふれあいフェスタ、

ボウリング大会を開催しました。

（イ）市民若葉まつり

市民若葉まつりの福祉バザーでは実行委員会事務局を担当し、福祉施設や福祉団体の参加を得てけやき

体育館で行いました。このバザーでは出品依頼を正会員及び利用会員に呼びかけ、多くの協力を得ること

ができました。

市社協の主催するふれあいふくしブースには模擬店を出店し、のり巻き、串だんご、玉こんにゃくの販

売の他、（株）イノウエ様より組紐体験機を４年連続でお借りし、大勢の人に喜んでいただきました。

パレードにはハンディキャブ号とセダン車各１台が参加、外出援助活動への参加、協力を訴えました。

（ロ）ほかほかふれあいフェスタの開催

障がい者、ボランティア、市民との交流を目的とする「ほかほかふれあいフェスタ２０１９」は、

２０１９年１０月１２日（土）に相模原市、相模原市教育委員会、相模原市社会福祉協議会、相模原市社

会福祉事業団の後援を得て、あじさい会館およびウェルネスさがみはら前広場での開催に向けて各参加団

体により準備を進めましたが、台風１９号の影響が心配され開催中止となりました。参加団体を紹介する

あじさい会館でのロビー展示は１０月７日から１１日まで行いました。

さらに、１１月３０日（土）には障害者週間にちなんで、サンデッキ相模大野で障がい福祉に関する市

民の関心と理解を得るためのキャンペーンを実施し約２,０００名の方にＰＲしました。なお、今回は物品

販売（はやぶさ、のびやか）を行い、場所を盛り上げる効果がありました。来年実施の際は団体の活動内

容の説明についての展示などで工夫することとしました。

（ハ）障がい児者とのボウリング大会

今回で３６回目になる障がい児者との新春ボウリング大会を２０２０年２月１５日（土）に無償提供さ

れた相模原パークレーンズを会場として開催しました。参加者は身体・知的・精神に障がいのある人４６

名とその家族・支援者並びにボランティア、当協会関係者、ぼらんてぃあ通信取材班を含めて総勢７１名

でした。実行委員会は準備会議として１１月２日、２月１日、総括・反省会議として２月２９日に行いま

した。

（３）傾聴活動

当協会は、２０１４年度から居宅訪問型の傾聴ボランティア活動を開始しました。当協会の基本ルール

は月１回１時間程度、居宅を２人で訪問しお話し相手をしています。介護保険ではヘルパーは会話の余地

がなく、その部分を傾聴ボランティアがカバーすると言う趣旨です。利用者の紹介は市社協ボランティア

センターやケアマネージャーの紹介の他、ハンディキャブ利用会員へのパンフレット配布や上溝地区を対
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象に居宅介護事業所のケアマネージャーへの活動紹介を試験的に行いました。

２０１９年度は２２２回の傾聴活動を計画し、利用者は２３名でした。これまでの傾聴活動の推移は次

の通りです。

≪傾聴活動の推移≫

年度 活動件数 実利用者数 実活動者数 延べ活動者数 直前中止件数

2015 ６１ １１ １６ １３９ －

2016 ７５ １２ ２０ １５４ １１

2017 １４８ １４ ２７ ３１０ ７

2018 １５８ ２２ ３２ ３５４ ２７

2019 ２２２ ２３ ３２ ４３３ ３６※

※新型コロナウイルス感染予防対策のために３月は訪問活動を自粛したことが影響しています。

（４）就労困難な方々への社会参加の機会づくり

厚生労働省の委託事業・相模原市委託事業として、ＮＰＯ法人文化学習協同ネットワークが運営してい

る「さがみはら若者サポートステーション（通称「さがみはらサポステ」で、ニートや引きこもり状態の

若者の“新しい自分づくり”と“しごと探し”を応援している組織）」に対する支援・協力の一環として同

組織を利用している若者が来所し、当協会が発行している「ぼらんてぃあ通信」の発送業務（発行物の四

つ折り、封入、切手貼り等）を発送ボランティアと一緒に行っています。作業を通して気軽に会話を交わ

すことで、職場での対人関係の育成訓練に寄与することを目指しています。２０１９年度の発送業務への

参加実績は２０１９年４月２３日～２０２０年２月１８日迄で、計１１回７１名の参加がありました。

（５）家具転倒防止のための援助活動

高齢者や障がい者を対象に家具転倒防止のための援助活動を相模原災害ボランティアネットワークと協

働実施しています。２０１９年度中の依頼は２件あり６月及び１１月に２件実施しました。

この活動は市危機管理課が作成しているチラシにボランティア協会の活動として紹介されています。

（６）住まい探しのための援助活動

相模原市の高齢者等住まい探しの相談事業の窓口である公益社団法人かながわ住まいまちづくり協会

（まち協）からの要請による「住まい探しサポーター」としての活動も６年を迎えました。今年度、相談

会は計画６回のうち５回実施され、延べ１０名を派遣しました。また、サポーターとして業者へ同行する

活動に１件２名が参加しました。３月の相談会は新型コロナウイルス感染拡大の影響で中止となりました。

相模原市とまち協の相談会等事業の連絡会議にも２名参加しました。

３．ボランティア養成に関する活動

ボランティア活動を始める人を対象に、２０１９年７月に基礎講座、コース別講座を開催し、人材育成に

取り組みました。さらに２０２０年３月（入門講座）には脱高齢者／いきがい講座を企画いたしましたが、

新型コロナウイルス感染拡大のため中止となりました。

≪受講者数≫

基礎講座 コース別講座修了者（内訳下表） 入門講座（春講座）

２６名 ２７名（追加募集を含みます） 中止（参加申込１３名）

≪コース別講座修了者内訳≫

外出援助 高齢者支援 音訳ボランティア 福祉車両の運転・介助 傾聴ボランティア

１名 １名 １１名 1名 １３名
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４．情報発信に係わる事業

当協会の発行する「ぼらんてぃあ通信」は１９８１年以来毎月発行し、２０２０年３月で通巻４６０号と

なりました。当協会の活動報告、講座、イベントの記事やボランティア団体への訪問記事、クイズ、イラス

トなどに加え、ボランティアの募集、市社協の活動内容記事、市内で活躍する会社紹介も掲載しました。「ぼ

らんてぃあ通信」の配布先は会員以外にも市内のボランティア団体、公民館や学校などにも配布し、情報提

供を図りました。また６月号（４５１号）より構成を６ページに変更しました。

季刊のボランティア情報誌「わくわく」は４５号～４８号を発行。ボランティア関係の座談会や、福祉に

関する情報提供も盛り込み、毎号３００部を発行しております。

協会のホームページは、今年度はさらに読みやすいページにするよう工夫をしました。閲覧者も月平均

１,０００名を超えており、これからの情報発信の有効な活用が期待されます。

５．外部会議等への参加

当協会は、相模原市の社会福祉審議会、精神保健福祉審議会、地域福祉推進協議会、福祉のまちづくり推

進協議会、防災市民会議、市社会福祉協議会のボランティア・市民活動団体部会の委員を委嘱され派遣して

います。さらに社会福祉事業団の監事も委嘱されています。

また、相模原災害ボランティアネットワーク（ＳＳＶ）の運営委員として、ＳＳＶの運営に係わっていま

す。

６．その他の事業

（１）法人運営、ＨＣ調整のための活動

法人運営と日常の連絡調整を行うための事務局についてはあじさい連絡所で運営しています。事務局員

や事務局サポーターの大きな協力のもと推進してきましたが、組織に必要な配置が十分できておらず、一

層の強化が必要です。

また、市社会福祉協議会の中央ボランティアセンターとの連携を取りながら円滑な運営に努めています。

事務局運営体制の整備、役割分担については、２０１９年度１名の採用という結果で、体制整備が充分

進まず、事務局運営に関しては事務局サポーターに依存する部分が多く、依然として継続課題となってい

ます。役割分担については理事会において継続検討事項となっています。

（２）活動財源確保のための活動

会員の皆様には認定ＮＰＯ法人制度を利用した寄付促進の説明をぼらんてぃあ通信に掲載しました。ま

た、イオングループの「幸せの黄色いレシートキャンペーン」へ参加しました。

市民若葉まつりでは福祉バザーへの参加、市社協ふくし・ふれあいブースの模擬店へも参加しました。

（３）新規正会員勧誘の活動

ボランティア養成講座や入門講座の最終日に協会やハンディキャブの説明および申込み窓口を開設し新

規会員の獲得を推進しました。当協会のホームページ、市民活動サポートセンターの紹介資料にも掲載し

ました。

≪直近５年間の正会員数推移≫

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

正 会 員 数 １１５名 １２１名 １１８名 １１６名 １１５名

当年度入会者数 ２０名 ２３名 １２名 １１名 １５名

前年度退会者数 １３名 １７名 １５名 １３名 １６名


